
 

科目名 財務分析論 科目分類 

■専門科目群 □総合科目群 

経済学部 □必修 ■選択 

 □必修 □選択 

英文表記 Financial analysis 
開講年次 □１年 □２年 ■３年 □４年 

開講期間 ■前期 □後期 □通年 □集中 

ふりがな さとう もとじ 実務家教員担当科目 ○ 修得単位 2単位 

担当者名 佐藤 元治 実施方法 
■対面のみ  □遠隔のみ 

□対面・遠隔併用 

授業のテーマ 会計システムのアウトプットである財務諸表を、利用者はどのように利用・分析するのか 

到達目標 基礎的な財務分析が出来るようになること 

授業概要 財務分析の基礎的方法や考え方を学ぶ 

授業計画 

第１回 財務諸表の役割と仕組み 

第2回 財務諸表の入手方法 

第３回 貸借対照表の見方 

第４回 損益計算書の見方 

第５回 キャッシュフロー計算書の見方 

第６回 会計方針の注記 

第７回 分析の視点と方法 

第８回 収益性の分析 

第９回 生産性の分析 

第10回 安全性の分析 

第11回 不確実性によるリスクの分析 

第12回 成長性の分析 

第13回 投資意思決定有用性 

第14回 株式価値評価モデル 

第15回 債券の格付けと倒産予測への利用 

第16回 定期試験 

授業時間外の 

学習 
予習復習の徹底（授業前に必ずテキストを読んでおくこと）、ポータルサイトに目を通しておくこと 

履修条件 

受講のルール 

会計の基礎知識を習得していることを前提に授業を進めるため、「会計学」を履修済みであることが望ま

しい 

テキスト 桜井久勝（2024）『財務諸表分析 第9版』中央経済社 

参考文献・資料  

成績評価の方法 
授業中の議論への参加・貢献と課題・定期試験の結果を総合して判断する。  

※出席回数が規定に満たなかった場合、その他納入金未納の場合は試験を受けることができません。 

オフィスアワー 月曜 14：40～16：10  水曜13：00～14：30 （時間割確定後変更の可能性有） 

成績評価基準 秀(100～90点)、優(89～80点)、良(79～70点)、可(69～60点)、不可(59点以下)  

実務経験及び実

務を活かした授

業内容 

証券会社勤務時に外資系金融機関向けに特化した証券アナリストをしていました。そのときの経験を活か

し、理論と現実の違いなどについても解説する。 



学生への 

メッセージ 

普段使っていて「素晴らしい」と思う製品・サービスがあったら、どの企業がその製品・サービスを提供

しているのか、その企業はどうしてそんな素晴らしい製品・サービスを提供できるのかを考えてみよう。 

 


